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知
内
町
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
知
内
」

が
８
月
14
日
、
知
内
町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
約
３
千
５
百
人
の
来
場
者
は
夏
の
夜
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆　
　
　
　
　
　
　
　

　
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
は
午
後
０
時
30
分
に
開
会
。

　
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
吊
る
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
自
慢
の
腕
力
の

み
で
登
り
、
地
上
か
ら
約
３
ｍ
の
高
さ
に
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ベ

ル
を
鳴
ら
す
タ
イ
ム
を
競
う
「
マ
ッ
ス
ル
垂
直
登
り
」。
10
代
の

部
で
は
櫻
井
風
雅
さ
ん
、
20
代
の
部
で
は
森
慎
太
郎
さ
ん
、
30
代

の
部
で
は
鈴
木
浩
之
さ
ん
、
40
代
の
部
で
は
川
渕
正
昭
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
好
タ
イ
ム
を
出
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
知
力
・
体
力
・
運
の
頭
文
字
か
ら
命
名
し
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン「
Ｉ
Ｓ
Ｌ
」は
、足
つ
ぼ
マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
た
シ
ー
ソ
ー

の
中
心
に
あ
る
南
京
錠
を
外
す
べ
く
、
シ
ー
ソ
ー
の
端
に
あ
る
鍵

を
選
び
解
錠
を
目
指
す「
足
つ
ぼ
マ
ッ
ト
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
」を
、

町
内
外
か
ら
の
参
加
者
を
募
り
行
わ
れ
ま
し
た
。“
体
力
”“
運
”

の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
の
競
技
は
、
足
つ
ぼ
マ
ッ
ト
を
超
え
た

先
に
あ
る
南
京
錠
を
外
せ
る
か
ど
う
か
に
苦
戦
す
る
選
手
が
続
出

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
表
彰
式
に
続
い
て
中
ノ
川
太
鼓
の
演
奏
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
奏
者
が
大
小
様
々
な
太
鼓
を
使
い
分

け
、
力
強
い
音
色
を
会
場
全
体
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　
次
に
、
友
好
町
で
あ
る
青
森
県
今
別
町
に
よ
る
今
別
荒
馬
が
ス

タ
ー
ト
。
男
性
が
衣
装
を
つ
け
馬
に
扮
し
、
女
性
が
そ
の
馬
の
手

綱
取
り
と
な
っ
て
、
男
女
が
ペ
ア
で
踊
り
ま
し
た
。
迫
力
の
あ
る

息
の
合
っ
た
舞
踊
と
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
中
高
生
と
社
会
人
の
合
同
バ
ン
ド
で
出
演
し
た
吹
奏

楽
演
奏
は
、
北
島
三
郎
さ
ん
の
名
曲
を
メ
ド
レ
ー
に
し
た
「
北
島

三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
や
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ア
ニ
メ
の
曲
メ
ド

レ
ー
な
ど
を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
は

北
島
さ
ん
の
名
曲「
ま
つ
り
」で
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
・
玄
舞
（
函
館
市
）
に

よ
る
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
午
後
５
時
50
分
に
、
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
を
田
中
雄
二
実
行

委
員
長
が
、歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
西
山
和
夫
町
長
が
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
小
谷
石
出
身
の
ご
当
地
歌
姫
山
崎
智
香
子
さ
ん
に
よ
る

リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
、
熱
い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
始
し
、
島
あ
き
の
さ
ん
、
桜
井
く

み
子
さ
ん
、
一
条
貫
太
さ
ん
が
北
島
三
郎
さ
ん
の
「
函
館
の
女
」

を
歌
い
な
が
ら
登
場
す
る
と
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
客
席
に
は
七
飯
町
出
身
で
本
町
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
島
さ

ん
へ
の
横
断
幕
も
見
ら
れ
、
肌
寒
い
気
温
の
中
で
も
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
歌
手
の
見
事
な
歌
声
に
会
場
は
酔
い
し
れ
、

最
後
は
全
員
で
「
ま
つ
り
」
を
熱
唱
し
、
歌
謡
シ
ョ
ー
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
締
め
く
く
り
は
、
約
４
千
発
の
花
火
。

夜
空
に
輝
く
数
々
の
花
火
が
一
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
知
内

第
35
回
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ベ
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熱
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熱
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。
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。
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　　知力や体力だけでな
く、運も重要だった ISL
　　息の合ったリズムで
響かせた中ノ川太鼓
　　 男 女 ペ ア で 勇 壮 に
踊った今別荒馬
　　小中高生と社会人に
よる吹奏楽演奏は迫力満点
　　 バ ラ ー ド や ヒ ッ プ
ホップなど様々なジャン
ルの曲で踊った玄舞ダン
スショー
　　ご当地歌姫の生歌に
盛り上がったリサイタル
　　プロの歌手による美声
に沸き上がった歌謡ショー
　　歌に合わせてかけ声
を送る観客

1

2

3

4

5

6

7

8
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7
月
27
、
28
日
、
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
か
な
で
～
る
で
行
わ
れ
た
第
64

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
函
館
地
区
大
会
に
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
計
74
団

体
が
出
場
。
高
等
学
校
Ｃ
編
成
の
部
（
25
人
以
下
）
に
出
場
し
た
知
内
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
が
金
賞
を
受
賞
。
金
賞
受
賞
団
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
地
区
代
表
に
も
決
定

し
、
全
道
大
会
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
11
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
高
等
学
校
Ｃ
編
成
の
部
で
、「
千
の
松
明 

音
絵
巻
～
俵

藤
太
大
百
足
退
治
伝
説
～
／
阿
部
勇
一
」
を
演
奏
。
５
校
が
金
賞
を
受
賞
し
た
中
、

地
区
代
表
の
２
校
に
選
ば
れ
、
２
年
連
続
の
全
道
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
長
の
清
水
沙
羅
さ
ん

（
3
年
）
は
「
東
日
本
で
金

賞
を
獲
得
す
る
の
が
目
標
な

の
で
、
今
大
会
は
通
過
点
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
全
道
大
会
で

は
、
納
得
の
い
く
演
奏
を
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
、
顧
問
の
三
浦
和
馬
先
生

は
「
全
道
が
決
ま
っ
て
安
心

し
ま
し
た
。
全
道
大
会
ま
で

は
し
っ
か
り
練
習
し
て
、
目

標
の
糧
に
な
る
よ
う
に
頑
張

て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
◆

　
全
道
大
会
は
8
月
29
日
か

ら
、
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
キ
タ
ラ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

第
64
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
函
館
地
区
大
会

知
内
高
校
吹
奏
楽
部
が
２
年
連
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
道
大
会
へ

災
害
時
レ
ン
タ
ル
機
材
供
給

株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ
と
協
定
締
結

　
知
内
町
は
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ
と
災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材
の
供
給
に
関
す
る
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
本
協
定
は
、
災
害
発
生
時
等
に
町
の
要
請
を
受
け
、
同
社
が
仮
設
ト
イ
レ
や
発

電
機
を
は
じ
め
と
す
る
機
材
を
優
先
的
に
レ
ン
タ
ル
で
供
給
す
る
も
の
で
す
。

　
役
場
庁
舎
で
、
７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ
北
海
道
支
店
長

の
渡
辺
力
氏
、
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
村
端
利
彦
氏
、
函
館
営
業
所
専
任
部
長
の
内
海
清
明
氏
が
出

席
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
氏
は
「
有
事
の
際
に
は
、
迅
速
に
対
応
し
、
社
員
一
同
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
話
し
、
要
請
の
際
に
は
、
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

右から道南ブロック長村端利彦氏、西山町長、北海道支店長
渡辺力氏、函館営業所専任部長内海清明氏

協定書に判を押す渡辺支店長

全道大会に臨んだ知内高校吹奏楽部の皆さん
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３
名
の
選
手
が
入
賞

第
37
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　
第
37
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
（
日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
35
回
全
国
小

学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
北
海
道
予
選
会
）
が
７
月
14
日
、
15
日
に
札
幌
市
厚

別
公
園
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
で
、
知
内
陸
上
ク
ラ
ブ
所
属
の
鳴
海
結
衣
さ
ん

（
小
５
年
）
が
39
メ
ー
ト
ル
53
を
記
録
し
、
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の

他
に
走
幅
跳
で
８
位
に
な
る
な
ど
大
活
躍
で
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
小
中
学
生
26
人
が
所
属
し
、
今
回
の
大
会
に
は
、
結
衣
さ
ん

の
他
に
妹
の
芽
衣
さ
ん
（
小
４
年
）、
齋
藤
葵
さ
ん
（
小
５
年
）
が
出
場
し
、

芽
衣
さ
ん
は
、
走
幅
跳
で
５
位
と
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
で
７
位
、
斎
藤

さ
ん
は
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク

ボ
ー
ル
投
げ
で
４
位
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
連
覇
を
果
た
し
た

結
衣
さ
ん
は
、
６
年
生

か
ら
全
道
大
会
で
優
勝

す
る
と
、
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
得
ら
れ
る

と
あ
っ
て
、「
全
国
大
会

へ
行
け
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
、
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
。

産
業
の
担
い
手
増
加
を
目
標
に

夏
の
長
期
就
業
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

知
内
高
校
生
の
夏
季
休
暇
を
利
用
し
た
有
給
の
就
業
体
験
で
あ
り
、
自
身
の
将
来
の
た
め
に

様
々
な
職
種
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
町
内
企
業
で
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
就
職
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
夏
の
長
期
就
業
体
験
が
７
月
29
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
期
間
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
受
入
企
業
７
社
へ
知
内
高
校
生
11
名
が
参
加
し
、
具
体
的
な
作
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
各
企
業
の
職
種
に
応
じ
た
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
の
職
業
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
職
業
へ

の
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
。

右から齋藤葵さん、鳴海結衣さん、鳴海芽衣さん

株式会社大野興業

ウッドファミリー株式会社

株式会社 HARU ファーム

三洋食品株式会社知内工場

株式会社かさまつ農舎

株式会社湯ノ里木材工業所

かき小屋知内番屋


